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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第112期
第２四半期
累計期間

第113期
第２四半期
累計期間

第112期
第２四半期
会計期間

第113期
第２四半期
会計期間

第112期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 7,121 5,691 3,691 2,952 13,497

経常利益（百万円） 552 326 143 123 860

四半期（当期）純利益（百万円） 325 200 77 74 489

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － － － －

資本金（百万円） － － 1,510 1,510 1,510

発行済株式総数（千株） － － 15,400 15,400 15,400

純資産額（百万円） － － 7,867 8,044 8,010

総資産額（百万円） － － 18,270 17,002 16,943

１株当たり純資産額（円） － － 513.93 525.56 523.27

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
21.26 13.11 5.03 4.85 31.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 6

自己資本比率（％） － － 43.1 47.3 47.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
845 279 － － 637

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△783 △736 － － △1,239

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
708 65 － － 1,255

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 3,309 2,801 3,192

従業員数（人） － － 384 363 366

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．当社は持分法の対象となる関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益については記載してお

りません。　

３．売上高には消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．第112期の１株当たり配当額には、創業100年記念配当３円を含んでいます。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 363 　

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含む）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社の事業は舶用内燃機関及び部分品の設計・製造・修理・販売及びその関連事業を主体とした単一セグメントで

あります。

　

(1)生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績は次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）　

内燃機関関連事業（千円）　 2,952,205 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)受注状況

　当第２四半期会計期間における受注状況は次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

内燃機関関連事業 3,066,491 － 10,622,329 －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績は次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

内燃機関関連事業（千円）　 2,952,205 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

アサカ興産株式会社 256,000 6.9 512,000 17.3

北日本造船株式会社 840,650 22.7 191,000 6.5

　　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況　

　　当第２四半期会計期間におけるわが国の景気は、緩やかに回復しつつあるものの、海外経済の減速や円高のマイン

ド面への影響などから、輸出や生産の増加ペースは鈍化しており、改善の動きは弱まっております。先行きにつきま

しては、米国経済を中心とする不確実性が強い状況が続くもとで、景気の下振れリスクには注意が必要な状況にあ

ります。

　　このような状況の中、当第２四半期会計期間の海運業界はバルクキャリアをはじめとする荷動きの回復により業績

は回復基調にありましたが、不定期船市況は下落するなど先行き不透明であり、また、造船業界は、新規建造案件は

2012年以降納期の新規契約の進展が乏しく、受注量の減少、船価の下落を受け、厳しい状況を強いられております。

　　当社におきましても、当第２四半期会計期間の売上高は29億52百万（前年同期比20.0％減）となり、利益面におい

ても経常利益は１億23百万円（前年同期比14.4％減）と減収減益となりました。しかしながら収益性の高い部分品

及び修理工事の売上が計画を上回ったことや、材料価格の高騰が落ち着きを見せるなか、労務費や経費を中心にコ

スト削減に努めたことなどから、予定した業績を達成することができました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、第１四半期会計期間末に比べ

１億60百万円減少し、当第２四半期会計期間末には28億１百万円となりました。

　　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果使用得られた資金は、２億65百万円となりました。これは、税引前四半期純利益１億29百万円や減

価償却費１億66百万円、割引手形の増加額１億87百万円などによる資金の増加があった一方で、売上債権の増加

額４億41百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果使用した資金は、４億11百万円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出３億91百万

円や定期預金の預入による支出28百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果使用した資金は、15百万円となりました。これは、長期借入金による収入３億円による資金の増加

があった一方で、長期借入金の返済による支出１億２百万円や配当金の支払額90百万円、短期借入金の減少額90

百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動　

　　当第２四半期会計期間の研究開発費の金額は４百万円であります。なお、当第２四半期会計期間において、当社の研

究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。　

　

②　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設について、完了

したものは、次のとおりであります。

事業所名 所在地　 セグメントの名称　 設備の内容
投資額

（百万円）
完了年月

　豊田工場 静岡県焼津市柳新屋 内燃機関関連事業 　工作機械 　　　　459 平成22年９月

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,400,000 15,400,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数　

1,000株

計 15,400,000 15,400,000 ─ ─

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 15,400,000－ 1,510,000－ 926,345

　

（６）【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　アカサカ共栄会 　静岡県焼津市柳新屋６７０－６ 1,597　 10.37　

　デイーエヌビー　ノル　バンク　アサ

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）　

　STRANDEN 21 0021 OSLO NORWAY

　(東京都千代田区丸の内２－７－１)

　　　

1,331　 8.64　

　エイチエスビーシー　ブローキング　セ

キュリティーズ（アジア）

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）　

　3/F HUTCHISON HOUSE 10 HARCOURT ROAD

CENTRAL HONG KONG

　(東京都中央区日本橋３－１１－１)　

761　 4.94　

　赤阪　忍 　静岡県焼津市 735　 4.77　

　株式会社　静岡銀行　　 　静岡県静岡市葵区呉服町１－１０ 643　 4.17　

　株式会社　みずほ銀行 　東京都千代田区内幸町１－１－５ 643　 4.17　

　赤阪　全七 　静岡県静岡市駿河区 487　 3.16　

　三菱重工業　株式会社　　 　東京都港区港南２－１６－５ 412　 2.67　

　東京アカサカ共栄会 　静岡県焼津市柳新屋６７０－６ 288　 1.87　

　久門　喜久男 　静岡県焼津市 254　 1.65　

計 － 7,155　 46.46　

　（注）ユタールデン・エーエスから、平成19年３月23日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成19

年３月16日現在で998千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点

における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況では考慮しておりません。

なお、ユタールデン・エーエスの大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。　

大量保有者　　　ユタールデン・エーエス（Uthalden　AS）

住所　　　　　　ノルウェー王国、オスロ0287、フーク・アヴェニー19

保有株券等の数　998,000株

株券等保有割合　6.48％ 
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －　

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －　

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 92,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,042,000 15,042 －　

単元未満株式 普通株式      266,000 －
１単元（1,000株）未満

の株式　

発行済株式総数 15,400,000 － －

総株主の議決権 － 15,042 －

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社赤阪鐵工所
　東京都千代田区

　有楽町一丁目７番１号
92,000 － 92,000 0.60

計 － 92,000 － 92,000 0.60

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 220 214 184 172 171 158

最低（円） 190 163 154 157 154 143

　（注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受

けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,329,947 3,712,483

受取手形及び売掛金 4,039,305 3,844,647

仕掛品 3,061,792 2,896,013

原材料及び貯蔵品 551,840 590,912

その他 236,418 291,009

貸倒引当金 △6,976 △14,039

流動資産合計 11,212,328 11,321,027

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,032,856 2,100,204

機械及び装置（純額） 2,074,410 1,381,710

その他（純額） 735,897 1,067,784

有形固定資産合計 ※1
 4,843,164

※1
 4,549,700

無形固定資産 26,167 31,768

投資その他の資産

その他 957,043 1,084,364

貸倒引当金 △36,666 △42,998

投資その他の資産合計 920,376 1,041,365

固定資産合計 5,789,708 5,622,834

資産合計 17,002,036 16,943,861

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,446,609 2,532,330

短期借入金 1,332,748 1,275,720

未払法人税等 142,410 61,521

引当金 263,055 256,240

その他 1,497,184 1,536,729

流動負債合計 5,682,007 5,662,541

固定負債

社債 456,000 509,200

長期借入金 2,303,530 2,161,058

退職給付引当金 207,257 243,225

役員退職慰労引当金 139,041 141,221

資産除去債務 4,600 －

その他 164,688 216,051

固定負債合計 3,275,117 3,270,756

負債合計 8,957,125 8,933,298
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,000 1,510,000

資本剰余金 926,345 926,345

利益剰余金 5,576,511 5,467,603

自己株式 △30,933 △30,699

株主資本合計 7,981,923 7,873,250

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 62,987 137,313

評価・換算差額等合計 62,987 137,313

純資産合計 8,044,911 8,010,563

負債純資産合計 17,002,036 16,943,861
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 7,121,445 5,691,177

売上原価 5,700,858 4,604,086

売上総利益 1,420,586 1,087,090

販売費及び一般管理費 ※
 849,301

※
 779,615

営業利益 571,285 307,475

営業外収益

受取利息 2,339 1,456

受取配当金 10,683 10,327

スクラップ売却益 9,405 16,780

助成金収入 8,314 29,062

その他 4,374 7,980

営業外収益合計 35,116 65,605

営業外費用

支払利息 29,684 42,092

社債発行費 18,789 －

その他 5,166 4,570

営業外費用合計 53,641 46,663

経常利益 552,760 326,418

特別利益

固定資産売却益 － 4,528

貸倒引当金戻入額 256 5,928

特別利益合計 256 10,457

特別損失

投資有価証券評価損 7,838 －

ゴルフ会員権評価損 7,170 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,600

その他 264 93

特別損失合計 15,273 4,693

税引前四半期純利益 537,744 332,181

法人税等合計 212,247 131,422

四半期純利益 325,497 200,759
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,691,242 2,952,205

売上原価 3,087,973 2,458,478

売上総利益 603,269 493,727

販売費及び一般管理費 ※
 434,114

※
 390,749

営業利益 169,154 102,977

営業外収益

受取利息 1,149 1,061

受取配当金 2,194 1,813

スクラップ売却益 6,124 7,583

助成金収入 － 29,062

その他 2,513 5,011

営業外収益合計 11,982 44,532

営業外費用

支払利息 15,845 21,046

社債発行費 18,789 －

その他 2,611 3,360

営業外費用合計 37,247 24,406

経常利益 143,890 123,103

特別利益

固定資産売却益 － 4,528

貸倒引当金戻入額 － 1,677

特別利益合計 － 6,205

特別損失

投資有価証券評価損 7,838 －

ゴルフ会員権評価損 7,170 －

その他 192 －

特別損失合計 15,200 －

税引前四半期純利益 128,689 129,309

法人税等合計 51,652 55,142

四半期純利益 77,036 74,167
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 537,744 332,181

減価償却費 269,152 360,175

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,939 △13,395

受取利息及び受取配当金 △13,022 △11,783

支払利息及び手形売却損 33,069 42,998

固定資産除却損 264 －

固定資産除売却損益（△は益） － △4,434

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,600

投資有価証券評価損益（△は益） 7,838 －

売上債権の増減額（△は増加） 75,501 △381,922

割引手形の増減額（△は減少） 372,573 187,264

たな卸資産の増減額（△は増加） 153,616 △51,707

その他の資産の増減額（△は増加） △14,825 △18,282

仕入債務の増減額（△は減少） △1,031,694 △85,720

未払消費税等の増減額（△は減少） △26,248 △12,248

その他の引当金の増減額（△は減少） △22,751 △31,333

その他の負債の増減額（△は減少） 783,036 38,026

小計 1,121,316 354,418

利息及び配当金の受取額 13,311 11,783

利息の支払額 △29,511 △41,785

法人税等の支払額 △259,903 △45,234

営業活動によるキャッシュ・フロー 845,213 279,182

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △83,000 △56,500

定期預金の払戻による収入 338,000 48,000

有形固定資産の取得による支出 △1,049,147 △738,396

有形固定資産の売却による収入 － 10,300

無形固定資産の取得による支出 △700 －

投資有価証券の取得による支出 △1,842 △1,734

貸付けによる支出 △14,769 △7,615

貸付金の回収による収入 6,553 7,619

投資その他の資産の増減額（△は増加） 21,017 2,308

投資活動によるキャッシュ・フロー △783,888 △736,019

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △8,000

長期借入れによる収入 600,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △201,840 △192,500

社債の発行による収入 500,000 －

社債の償還による支出 △82,200 △42,200

自己株式の純増減額（△は増加） △146 △233

配当金の支払額 △106,840 △91,265

財務活動によるキャッシュ・フロー 708,972 65,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 770,297 △391,035

現金及び現金同等物の期首残高 2,538,778 3,192,443

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,309,075

※
 2,801,407
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用　

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

　これにより、当第２四半期累計期間の税引前四半期純利益は、4,600千円減少

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

4,600千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　（四半期貸借対照表）

　前第２四半期累計期間において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「機械及び装置

（純額）」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期累計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第２四半期累計期間の有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる「機械及び装置（純額）」は1,571,957千円で

あります。

　

　（四半期キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「固定資産除却損」として表示してお

りましたが、当第２四半期累計期間より「固定資産除売却損益（△は益）」として表示することとしました。なお、当

第２四半期累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「固定資産除売却損益（△は益）」に含まれる

「固定資産除却損」は93千円であります。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,744,353千円で

あります。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,671,846千円で

あります。

 

　２　受取手形割引高は、187,264千円であります。 　

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

  (千円)

　給料手当 191,199 

　賞与引当金繰入額 68,068 

　退職給付費用　 22,031 

　役員退職引当金繰入額　 6,625 

  (千円)

　給料手当 181,529 

　賞与引当金繰入額 55,813 

　退職給付費用　 20,542 

　役員退職引当金繰入額　 6,537 

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

  (千円)

　給料手当 92,751 

　賞与引当金繰入額 37,203 

　退職給付費用　 11,015 

　貸倒引当金繰入額 4,101　

　役員退職引当金繰入額　 3,312 

  (千円)

　給料手当 92,916 

　賞与引当金繰入額 30,374 

　退職給付費用　 10,271 

　役員退職引当金繰入額　 3,325 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,841,075

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金　
△532,000

現金及び現金同等物　 3,309,075

 

 （千円）

現金及び預金勘定 3,329,947

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金　
△528,540

現金及び現金同等物　 2,801,407

 

　

EDINET提出書類

株式会社　赤阪鐵工所(E01475)

四半期報告書

17/22



（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　15,400千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　92千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,851 6 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

（金融商品関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。　

　

（持分法損益等）

　前第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期累計期間（自　平成21年

４月１日　至　平成21年９月30日）

　該当事項はありません。 

　

　当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年

４月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。 

　

（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社の事業は舶用内燃機関及び部分品の設計・製造・修理・販売及びその関連事業を主体とした単一セグ

メントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額
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当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 525.56円 １株当たり純資産額 523.27円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 21.26円 １株当たり四半期純利益金額 13.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 325,497 200,759

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 325,497 200,759

期中平均株式数（千株） 15,309 15,307

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5.03円 １株当たり四半期純利益金額 4.85円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 77,036 74,167

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 77,036 74,167

期中平均株式数（千株） 15,308 15,307

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社赤阪鐵工所

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 榛山　榮一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 服部　信義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社赤阪鐵工所

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第112期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社赤阪鐵工所の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月８日

株式会社赤阪鐵工所

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 榛山　榮一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 服部　信義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社赤阪鐵工所

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第113期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社赤阪鐵工所の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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